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３月１５日（月）は、朝から青空が広がり、巣立ち

ゆく卒業生を祝福しているようでした。 

第４６回葛川中学校卒業証書授与式は、卒業生、保

護者、在校生、教職員の参列する中、温かい雰囲気に

つつまれて行うことができました。本来であれば、私

たちを支えていただいた多くのご来賓の皆様にご参

列いただき、お祝いの言葉をいただきたかったのです

が、コロナ禍での開催で、参加人数を縮小して行うこ

とになりました。 

卒業生の皆さんは、多くの思い出ができたと思いま

す。小中学校が連携して多くの教育活動を展開してい

るため、３人は最高学年としての大きな役割を果たし

てくれました。特に KCL プロジェクトの活動は、先輩

から引き継いだ、学校存続への熱い思いを形にしてい

く大きな取り組みでした。そして同時に、この地域の

皆様の願いとつながるものでした。商品開発を中心に

「紅花染め」で進めたこの取組が、昨年に引き続きボ

ランティア・スピリット・アワードで受賞したときは、

本当に嬉しかったです。 

本校を巣立つ３人の皆さんへのはなむけとして、先

日、北海道から来校いただいた植松努さんの言葉を贈

ります。「未来とは、可能性をあきらめて、今の自分に

できる範囲から選ぶものでは決してありません。本当

の夢とは、やってみたいことをどうやったらできるか

なと考えて、やり始めることです。」 

みなさんは無限の可能性をもっています。やりたい

こと、興味があることがあるかもしれません。それを、

小さなことでもいいので、やってみる、調べてみる、

考えてみる、そんな中で、夢に近づいていくのだと思

います。 

 本校を巣立つ三人の皆さん、どうか葛川小中学校で

の生活を誇りとして、「夢をつかむ」ために、一歩ずつ

前進して、「夢の扉」をあけてほしいと思います。 

四月からは、それぞれの道を歩むことになります。

この地域、この学校で育ったことへの誇りと感謝の気

持ちをしっかりと胸に刻み、夢と志を持って、大きく

羽ばたいてくれることを願っています。 
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３月１９日（金）、柔らかい日差しに春の息吹を感じ

る好天の朝を迎えました。 

 第１４７回葛川小学校卒業証書授与式は、中学校同

様、人数を縮小して執り行いました。卒業する８名は、

これまでの小学校生活を振り返りながら、特別の思い

でこの日を迎えました。 

 ６年生は、小学生のリーダーとして全校で行事に取

り組む時や学習する時などいつもみんなのことを考

えて声かけをしていました。下級生にとてもやさしく

接し、本当に頼もしい先輩でした。８人それぞれに、

共に学んだ期間が違います。一人一人の持ち味や個性

はそれぞれ違いますが、みんな下級生から慕われる存

在でした。運動会、紅葉祭を１つにした KT フェス、

KCL プロジェクトの活動など、皆さんの活躍は数え上

げたらきりがありません。この１年間に背負う最高学

年としての役割は大きなものだったと思いますが、６

年生のおかげで小学生のみんなは安心して学校生活

を送ることができました。 

卒業する８名へのはなむけとして、これまた、植松

努さんの言葉を紹介します。 

「自信とは、できなかったことができるようになっ

たとき、自分の能力が増えたことを感じられたとき、

自然と生まれてくる『自分を信じる力』だと思います。」 

私たちは、もうダメかもしれないと、壁を感じてあ

きらめてしまうことがあるかもしれません。また、最

初から、どうせ無理、と挑戦することもやめてしまう

かもしれません。しかし、植松さんの言葉どおり、自

分を信じて、とにかくやってみよう、と考えると、前

に進んでいけると思います。 

６年生の皆さんは、それぞれ自分の考えや志をもっ

て一歩でも前へ進んでほしいと思います。つまり「自

分で決める」ということです。人と比べる必要はあり

ません。人と違っていいのです。人とスピードを合わ

せる必要はありません。皆さんの前向きな気持ちと葛

川小学校で学んだ粘り強さを持ち続け、自分らしく輝

いてほしいと願っています。 

 

葛川小・中学校 学校だより 令和３年 ３月号 在籍児童・生徒数 ３４名 ３月２４日発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校卒業式「送辞」一部抜粋 
３年生のみなさんは、いつも明るく、後輩の私たち

を笑顔にしてくださいました。休み時間や給食の時間

に、いろいろな話をしたり遊んだり、一緒に楽しんだ

ことが鮮明に思い出されます。 

 学校行事や生徒会活動では、リーダーとして私たち

のことを引っ張ってくださいました。今年度の運動会

は天候に恵まれグラウンドでの開催でした。小中学生

が１つになって頑張ることができました。ダンス『コ

ナン 真っ赤なリップ』では、一緒に練習を重ね、み

んなで楽しく踊ることができました。 

 紅葉祭のステージ発表『シコブチダンス』では、３

年生が出演してくださったおかげで、完成度の高いも

のを披露することができました。来年度はさらにたく

さんの人に楽しんでもらえるような紅葉祭になるよ

う頑張りますので、ぜひ見に来てください。 

 KCL プロジェクトではプロダクトクルーの取組が評

価され、ボランティア・スピリッツ・アワードでコミ

ュニティ賞を受賞されました。ここまで取組を進めて

こられた３年生のみなさんだからこそ成し遂げられ

たことだと思います。来年度も、みなさんの思いを受

け継いで私たちがリーダーとして頑張りたいと思い

ます。 

小学校卒業式 在校生代表 

  メッセージ 一部抜粋 

今、わたしたちも思い出しています。６年生のみな

さんとすごしたあの時、この時を。 

長休みや昼休み、何をして遊ぼうかと悩んでいたら、 

６年生が来て、「こおりおにしよう」と言ってくれま

した。また一緒に、バドミントンをして遊びたいで

す。バス待ちのときに、いっしょに遊んでくれて、

楽しかったです。なわとびを教えてくれたり、数え

たりしてくれてありがとうございました。児童会や

生活委員会で、コロナの中でもできる遊びを考えて

くれて、ひさしぶりにみんなで遊べたのが、うれし

かったです。一緒に活動したすくすく算数やユニホ

ッケーも心に残っています。すくすく算数では プリ

ントをわたしてくれたり、分からないところを優しく

教えてくれたりしました。ユニホッケーでは、守りか

攻めかを選ばせてくれてうれしかったです。「ハイス

ティックに注意してな」とアドバイスをくれまし

た。チームでたくさんシュートができてうれしかっ

たです。 

はじめて参加した委員会やクラブ活動で、いろいろ

分からなくて困っていたとき、何をするか教えてくれ

てとても助かりました。しおりを作るとき アンケー

トを見ながらコンピュータでけんさくする姿がスム

ーズでかっこよかったです。最後の委員会でいろいろ

教えてもらって 安心できました。 
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 小中の卒業式を前にした３月１２日（金）には、

北海道から、植松努さんに来校いただき、全校児

童・生徒に「夢をもつこと」について話していただ

きました。その後、一人ひとりが一機ずつロケット

を製作し、運動場で打ち上げました。みんなの作っ

たロケットは、空高く打ち上げられました。 

 人は、無限の可能性を持っています。「だったらこ

うしてみたら？」という一言を思い出して、自分や

まわりの人の「新しい人生」を始めて行きたいと思

います。 

4/7 日(水) 入学式準備 
 8 日(木) 新任式・始業式・入学式 
         ○中 2,3 弁当持参 

  9 日(木) 身体測定、視力検査、 
      ○中 2,3 弁当持参 

12 日(月) 給食開始、〇中：新入生を迎える会 
13 日(火) 集金日 
20 日(火) 〇中：３年実力テスト,部活見学,体験 
21 日(水) ○中：部活本入部 
22 日(木) 学習参観、〇中：部活保護者会 
     PTA 所属決定 
23 日(金) 学校運営協議会 
        〇中：北山友禅菊苗植え 
27 日(火) 家庭訪問(～28 日) 

5/ 7 日(金) 合同給食、○中：専門委員会 
 10 日(月) 集金日 

11 日(火) 〇小：びわ湖ホール声楽アンサンブル 
     ○中：３年筏体験 
12 日(水) 避難訓練 
13 日(木) 学校林活動 
20 日(木) 〇中：中体連春季大会(～21 日) 
26 日(水) 学校運営協議会(参観) 
27 日(木) 全国学力学習状況調査(小６，中３) 
28 日(金) 〇中：ふるさと体験学習 
     
（※予定が変更になる場合があります。） 

               

4,5 月の主な行事 


